グラフ練習問題
· 練習用データ
例1 折れ線グラフ（推移・変化）
折れ線グラフは（時間的）推移や変化を表現するのに適したグラフである。
表1は百貨店とスーパーの売上高の推移を示したものである。この表をもとに，図1のような，折れ線グラフを作成しなさい。
表1：大型小売店業態別販売額（単位：兆円）
	年度
	百貨店
	スーパー

	1993年
	11.2
	10.3

	1994年
	11.0
	10.8

	1995年
	10.8
	11.5

	1996年
	11.0
	11.9

	1997年
	11.1
	12.3

	1998年
	10.7
	12.6

	1999年
	10.3
	12.8

	2000年
	10.0
	12.6

	2001年
	9.6
	12.7

	2002年
	9.4
	12.7
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図1: 大型小売店業態別販売額推移
作成上の注意
· 軸のタイトル（および単位）を必ずつけること
· 変化が分かりやすくなるように縦軸の範囲を調整すること
· 線種・マーカーを工夫すること（モノクロで印刷した場合でも，違いが分かるように）
例2 棒グラフ（比較）
棒グラフは比較を行うためのグラフである。
表2は各国の週当たり労働時間を示したものである。この表をもとに，図2のような，棒グラフを作成しなさい。
表2：労働時間（製造業 2002年）
	国
	労働時間（時間／週）

	日本
	43.5

	韓国
	47.7

	アメリカ合衆国
	40.9

	ドイツ
	37.6

	イタリア
	39.4

	オーストラリア
	38.5

	エジプト
	55
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図2: 労働時間の国際比較
作成上の注意
· 縦軸のタイトル（および単位）を必ずつけること
· 縦軸は原点を0にすること
例3 円グラフ（割合・内訳）
円グラフは割合や内訳を示すのに適したグラフである。
表3はビールの種別売上を示したものである。この表をもとに，図3のような円グラフを作成しなさい。
表3：サッポロビールの種別売上（2004年）
	ビール種類
	売上（万缶）

	ビール
	4020

	発泡酒
	1775

	第三のビール
	1815
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図3: ビールの種別売上割合
作成上の注意
· 特別な基準がなければ，割合の高いものから時計回りにならべる（図3は出現順）
· 濃い色から薄い色へと配色するのが一般的
例4 散布図（相関・傾向）
散布図は2つの変量の関係を調べるのに適したグラフである。
表4は1981年から2000年までの20年間の平均日照時間と年間出火件数を示したものである。この表をもとに図4のような散布図を作成しなさい。
表4：日照時間と出火件数
	年度
	日照時間(h)
	出火件数

	1981
	2067.0
	60788

	1982
	1936.8
	60568

	1983
	2081.1
	59740

	1984
	2087.8
	63789

	1985
	1998.3
	59865

	1986
	1924.8
	63272

	1987
	1930.4
	58833

	1988
	1805.7
	59674

	1989
	1832.7
	55763

	1990
	1940.7
	56505

	1991
	1733.0
	54879

	1992
	1823.4
	54762

	1993
	1711.9
	56700

	1994
	2063.6
	63015

	1995
	2028.1
	62913

	1996
	1984.2
	64066

	1997
	2056.1
	61889

	1998
	1535.4
	54514

	1999
	1994.5
	58526

	2000
	1962.5
	62454
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図4: 日照時間と出火件数
作成上の注意
· 因果関係（原因と結果の関係）を想定できる場合には，横軸が原因，縦軸が結果とするのが一般的
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